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半日に１００件の案内も 
垂水会の舞子駅観光ガイド 

福１- 垂 坪田 勝治  
“他の喜びをわが喜びに…” 平成

１０年３月の卒業が、そのスタートで

した。「何をなすべきか」有志あいよ

り、話し合って始めたのが、天下の景

勝地、舞子公園を中心としたクリーン

作戦でした。 

毎月１回の活動に並行して、明石海

峡大橋の建設と駅舎周辺の改造工事

が進められ、地元に住む者にも分かり

づらい通路ができ、多くの観光客、通

行人の問いかけと困惑が目につきま

した。そうした人々のお役にたつなら

ばと、ガイドを始めました。 

１期生たちの舞子駅観光ガイド 

四国方面への高速バス乗り場、舞子

ビラを中心とした付近の案内は、半日

で百件を越す事もありました。なかに

は待ち合わせの場所が分からない老

夫婦と、子供たちを探し回って逢わせ

たり、就職の面接時間の迫った若者と

探した先は、マンションの一室だった

りーなどの相談もあり多くの人に喜

ばれた。 

また「淡路島の松帆温泉の営業時間

はわかるか」「釣りの餌はどこで買え

ばいいのか」「新設の老人施設はどこ

か」などの難問にもみんな親切にガイ

ドしていました。淡路島に帰るという

若者からは「本当にお金を貰ってない

のか」と私たちのボランティア活動を

不思議そうな質問などもありました。 

舞子駅のガイドは気象警報が出な

い限り、雨の日も風の日も休まずに続

けられ、すでに８年を経過しました。

１期生から１０期生までの４７名が

１１班に編成して、土、日曜日、祝日、

の午前１０時～１２時 毎週活躍し

ております。 

 

 

真夏の須磨海岸の清掃 
須磨区会の継続活動 

国２－須 浦上 俊樹 

 

 

 

 

 

 
 

 

須磨区会では年間を通じて次のよ

うな活動を継続して実施しています。

①須磨海水浴場の清掃作業②特別養

護老人ホーム神港園での入浴後のケ

ア③神戸大学での老人看護学演習の

協力④特別養護老人ホーム３箇所で

の花見や遠足などの付き添いーを行

なっています。 

 

 

１年が過ぎたパン販売 
在校生の皆さんにも好評 

     美８－長 松本 治司 
 シルバーカレッジロビーに私達の

パン販売コーナーがあります。毎週

火、金曜日の2回、学生さん達にパン

を販売しています。「パンはいかがで

すか…」学生さん達に声をかけます。

長田区会がそんなボランティア活動

をはじめて9月で1年が過ぎました。 

 ＮＰＯ法人「中央むつみ会」が障害

者の就労事業として、はじめたパンの

販売店「ふらわぁぽえむ」が新長田に

あります。私達 

はその販売店か 

らシルバーカレ 

ッジまで車でパ 

ンを運搬して学 

生さんに販売し 

ています。最初 

は無関心だった 

学生さんも「今 

日はどんなパン 

があるの?」「こ 

のパンは美味し 

いよ」そんな声を掛けながら集まって

きます。 

  

汗だくになって須磨海水浴場の清掃 

なかでも須磨海水浴場の清掃作業は、

大阪湾沿岸で唯一残っている海水浴

場なので、美しい環境を保つために、

地元に住む私たちが少しでもお役に

立ちたいと、平成１１年から始めたも

のです。 

 最盛期の７～８月は毎週月曜日、４

～６・９～１１月は毎月末、午前８時

半に集合して、赤灯台の場所から300

ｍ四方、海岸に残されたゴミを拾い集

める作業を約1時間、汗だくになって

行なっています。海水浴客のマナーは

年々良くなって、ゴミの量も減ってい

ます。最近は夜間に花火や飲酒のため

にやってくる人が増え、花火の燃え殻

やタバコ・ビール缶などが目立つよう

になりました。 

 毎回、10名から15名の会員が参加、

真夏の暑さの下での作業ですが、途中

一服して見渡せば、目前には美しい砂

浜、背後には緑の須磨アルプスを眺め

ることが出来ます。作業終了後に飲む

冷えたお茶の味はまた格別です。 

 「ふらわぁぽえむ」では朝早くから
７カ所の販売店へパンを持って出か

けます。障害を持つ若い人たちが不自

由な手で、足を使って頑張っていま

す。また難しい人間関係の中で精一杯

働いている姿には感動します。 

 シルバーカレッジでは、カリキュラ

ムの関係で、登校する生徒が少ない日

があります。そんな日にはパンが売れ

残ります。彼達はさらに大きな声で

「パンを買ってください」と呼びかけ

て少しでも多く売ろうと頑張ってい

ます。でも、逆に時間内に完売できた

時には、思わず「万歳」の声が出ます。 

 ボランティアは精神的にも、肉体的

にも確かに疲れます。しかし、共に悲 

  しみ、喜び、 

  そして感動

する。私は

その瞬間が

大 好 き で

す。そんな

事を考える

とボランテ

ィアは自分

の為かも知

れません。 

また明日も

パンが完売できる事を祈ります。  

「パンはいかが」大声で呼びかけるパン屋さん 


